
ラリタヴイスタラの韻律について

外薗幸

1．仏教焚語と韻律

大乗仏教の思想に基づく仏伝文学（仏陀釈尊の伝記文学）であるラリタヴィスタラ（普曜経；

方広大荘厳経）は仏教焚語で書かれた作品である。「仏教焚語」とは「仏教経典で使用されて

いる焚語」の意味であるが，それには大きく分けて，プラークリット語（不正規な俗語）の一

種であるパーリ語，正規とされる標準的雅語であるサンスクリット語（古典サンスクリット

語)，及び俗語（プラークリット語）とサンスクリット語が混合した「混楕党語」（Buddhist

HybridSanskrit;仏教混清焚語）がある。第三番目の混清焚語は「ガーター方言」とも呼ばれ，

これだけを特に「仏教焚語」（すなわち狭義の意味での「仏教焚語｣）と呼ぶこともある'・

混清党語としての仏教焚語にも，（１）純粋の党語に近いもの，（２）覚語的な俗語，（３）パー

リ語よりもさらにくずれている一種の俗語，という三種の区別が見られる。（l）は説一切有部

という部派の経典に使用され，大乗経典の多くもこれで書かれているが，これらは元来（２）

の焚語的な俗語で書かれていたが，後に純粋な焚語（古典サンスクリット語）に改められたも

のであると考えられている。（2）も，元来はプラークリット語で書かれていたものをサンスク
じようごう

リット語に改めようとした過程で，散文（長行）の部分は韻律と関係がないためにサンスク

リット語に改めることが容易であったが，韻文（詩節）の部分は韻律との関係でサンスクリッ

ト語に改めることが難しく，そのために韻文（ガーター）の部分だけが俗語形のままで残され
だいしゆぶ せつしゆつせぷ

たものである２．（３）Ｉま大衆部に属する説出世部という部派の仏伝文学であるマハーヴァスツ
だいじ

(Mahﾖvastu：大事）に使用されているものである。

ラリタヴイスタラ（Lalitavistara；以下Ｌｖと略称する｡）は，混清焚語のうちの上記（２）の

｢焚語的な俗語」で書かれている。したがって，古典党語と混清掩語との両方を念頭に置きな

がら，特に韻文部分について混清党語の語蕊や文法を用いて解読しなければならない。混清党

キーワード：ラリタヴイスタラ，仏伝文学，仏教焚謡混清焚語韻律

’「辻直四郎著作集」第四巻，５９頁参照。

２「この俗語形は仏教の経典に使用されている焚語的な俗語であるから，仏教焚語と呼ばれています。ま

た大乗経典の偏頗に見られる俗語であるから，これを偶頒方言と呼ぶ学者もあります｡」（水野弘元「経

典その成立と展開」７７頁）
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語の語莱と文法については，EEdgerton,ＢＩＩ“姉『〃VbridStI"sAr"Ｇｍ"""αrα"dDjc"o"αﾊ,があ

り，それによって多大な便益が得られるが，これを全面的に信頼することにも問題がある。

Edgertonが典拠とした文献は，いずれも既刊テキストとしての校訂本であり，自ら写本まで

遡って精査したものではないために，校訂本の間違いをそのままデータとして用いていること

があるからである。Ｌｖの校訂本としては，Ｓ､Lefmann,“ﾉ"αＷＳＩα、（ErsterT℃il:Ｔ℃xt）が最

も信頼度の高いテキストであるが，その中にも多くの訂正すべき箇所が含まれており，その点

からEdgertonの辞諜や文法i1I:にも訂正を要する箇所が散見される。

仏教経典の文章を形式の上から分類すれば，おおよそ次の四種類に分けられる。

①偶頒（韻文）のみで課かれているもの

②長行（散文）のみで書かれているもの

③長行の内容を偶頒で反復する重頒形式のもの

④長行と偶頒とを組み合わせて物語を展開するチャンプー形式のもの

Ｌｖは③の重頒と④のチャンプーを混合した形式で書かれている。そのために散文と韻文が

交互に世かれ，全体に占める韻文の割合は約45％であり，韻文の比重が比較的高い作品であ

ると言えよう。つまり，内容の約半分を占める韻文部分の解読が作品を全体的に理解する上で

必須の作業となるのである。しかも，その韻文は古典焚語ではなく混清焚語で書かれているの

で，混補焚語の韻律を理解することなしには，この作品を読解することは全く不可能である。
げじ⑨ うた

偏頗（ＧｮthZi）を簸初に作った人々は，単に沓:いたり読んだりするためにではなく，詠うた

めに作ったのであるから，原初のＧ烈順は韻律上完全なものであったことに疑いはない。しか

し，後代になってそれが普写される時には，般初の韻律上の配慮はあまり顧慮されることなく，

古典サンスクリットの観点からみた場合の不規則な語形や語法のみが懸念されて，できるだけ

正規の語形に訂正される風潮が強くなった。韻律の知識を持たない「写字者」（古い写本を書

写して新しい写本を作る人）であればあるほど，不正規形を正規系に直す頻度が高くなり，そ

れだけ韻律を破壊する程度も尚<なる。現在，われわれが参考にできる写本のどれもオリジナ

ルな韻律を正しく伝えてはいない。したがって，現代の校訂者は多くの写本の比較対象を通じ

て，韻律に合致するような語形を探す作業にエネルギーを集中しなければならないことにな

る。しかも，韻律のなかには現在のわれわれが知りえない古代の韻律もあるかもしれないので，

単純に自分が知っている韻律に合わせて訂正すればよいというわけにもいかない。そのために

結局、韻律に合わないことを承知の上でやむなく本文を決定する場合もあり，韻律は不明のま

まに校訂作業を進めるしかないということも起こる。本文校訂を行う編者は，よほどの確信を

もって韻律を決定できるときにのみ，写本の支持がなくても自分の判断で本文を決定する条件

を得ることになる。

要するに，ある経典が混構焚語で番かれているということは，特に韻文部分に俗語形（不正

規形）が頻出するということであり．その部分の解読には韻律に関する知識が不可欠であると
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いうことを意味する。どの韻律で書かれているかが分からなければ語形を特定できず，語形が

特定できなければ意味も明瞭にならないからである。したがって，Ｌｖの韻律に関しても．Ｒ・

MitraがＬｖの最初の校訂本を出版した直後から，多くの研究が発表された。主な先行研究を

次に掲げる。

ｌ)Ｅ､Mijller:ＤｅｒＤｊａﾉekr企ｒＧ面”d““"αＷｓｍｍ,WeimaI;1874．

本書の内容は，Ｉ語音論，Ⅱ語形論，Ⅲ韻律に大別され，ガーター方言の特徴が総合

的・体系的に検討されている。

２)Ｓ､Lefmann:“ﾉ"αＷＷｍ(ZewiterTeil:VaI･ianten-,Metren-undW6rterverzeichnis),Halle，

１９０８．

Lefmannはテキスト校訂の部分を第１巻とし，異読表・韻律・索引を第２巻として公刊

しているのであるが，この第２巻のⅡ（Metra）にＬｖの韻律を，Ａ・Ganachandas,Ｂ

Ｍ説I･ﾖchandas,Ｃ,Axarachandas（ISamavrttam,IIArdhasamavmam,IIIVisamavrttam）の順

にまとめている。

３)EEdgerton:MetemPhonolog)吟andOrthographyinBuddhistHybridSanskrit(JAOＳ66,1946）

仏教混清党語の韻律，音韻論，正字法に関する論文であり，典拠としてＬｖの他に，

MahZivastu,Divyavad面､a,Lankava面raSutra（携伽経)，Gandavynha（華厳経)，Saddharma‐

punda1Tka-Sntra（法華経）などが用いられている。

４)Ｈ､Smith:LesDeuxPrododiesduVersBuddhique(B"舵"〃火ﾉｑＳｉｃｉ“ＲｂｗＩﾉｅｄ“Ｌｅ"豚ｄｅ

ＬＪ"7α,Lund,1949-1950,ｐｐ､１－４３）

Ｌｖを含む仏教焚語経典（Mahiivastu,Divyavadana,SaddharmapumarTka等）の韻律を検

討しており，特に，Ｌｖに含まれている古形の韻律が解説され，Lefmannの校訂本には改

められるべき点のあることが指摘されている。

５)WSchubring:ZumLalitavistara(Asiatica<FestschrifiFriedrichWeller>,1954,ｐｐ､610-655）

Lefmann校訂本の全体にわたって検討し，誤植や句読法，単語の分離や結合等に関する

訂正や提案を交えた注解を施しており，韻文部分についてはそれぞれの韻律名を示してい

る。そして，ここに掲げられた韻律の名称は30余種にのぼっている。

６)§罰ntibhiksuS面stlT:“"mvismm,Lucknow;1984．

本書はＬｖのヒンディー語訳であるが，韻文（G3thZi）の箇所についてはサンスクリッ

ト原文を示すとともに，韻律の名称も挙げているので，各偽の韻律名称を確認するのに便

利である。

７)Ａ,Mette:VejhasinLalitavistaraundDivyEivad面､a,BeschreibungendesSch6nenK6Ipersin

SanskritundPrakrit(ＷＺＫＳＢｄ・l7U973,ｐｐ,21-42）

ＬｖとDivy2ivadmaに見られる「美しい肉体に関する描写」に，プラークリットの特殊

な韻律であるVedhaが共通に用いられていることを指摘している。特に，Ｌｖの第３章の
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｢マーヤー妃の身相」に関する原文（Lefmann校訂本，ｐｐ､26-27）を掲示して，校訂本で

は散文で記載されているにもかかわらず，韻文の様式を含むものとして復元できることが

示されている。

古典焚語（サンスクリット）の韻律については，ＶＳ､Apte,77ie丹zzc"caISb"sk"r-E》,g"sﾉI

Djajo"αrVに付録されたAppendixA（SanskritProsody）が簡便にして活用しやすい。この付

録には，韻脚（gapa）の略称を用いた多種の韻律のリストが掲げられ，各韻律の名称が提示さ

れている。現在のところ，このApteの韻律表に掲げられていないものは「名称不明」とせざ

るを得ない状況にある◎Apteの韻律表の末尾には，「これ以上の特殊なものについては，HD

Velankarによって編集（1949）されたJayad2imanを参照せよ」との注記がある。これは

Jbwzd”α'１（ＡＣＯ"ec"o〃ｑ/､α"cje"rrexrso〃s上mskr〃PmsodIyα"ｄＡａａｓｓ坂ｅｄＬｉ師q/･s上z"skr〃

Ｍｾﾉ花３Ｗ"ﾉIα"Ａゆﾉiaberjazﾉ伽｡どx）という図書を指しており，表題のとおり，サンスクリット

韻律に関する古書を集成しその内容を紹介するとともに，多くの韻律の形式とその名称をリス

ト化したものである。集成されている韻律書はJayadevaのJhWzdewzdm"dbs，Jayakrrtiの

Ｃｈα"ｄｂｍ葱sα"α，KedZiraのＶ>Ｗａｍｍグ”、，HemacandraのＣｈα"｡b”飯sα"αの四冊である。

また，それらの内容からリスト化された韻律の種類は約850であり，そのうちの600以上が

Vamavrtta（各行の音節数が同じである四行句）であり，３３のDandakaと，５０のArdhasama‐

CatuSpadr（半分ずつの行の音節数が同じ四行句）と，３６のVisama-CatuSpadr（各行の音節数

が異なる四行句）と，４２のＭﾖtravrtta（Ｍ就圃の数で測る韻律）の名称が掲示され，最後の

Miit頑vrttaのなかで14は二行から成る詩句であり，２８は四行から成る詩句である3．この

Jh””ｍα〃のリストとApteの韻律表とを比較してみた場合，内容的にみてあまり差異がない。

Apteの韻律表に見当たらないものはJhWIdZ”α"のリストにも見当たらないという状況にあり，

これは「前者が後者に基づいて作られた」ということによるものと考えられる。したがって，

Apteの韻律表に見当たらないものを「名称不明」とせざるを得ない状況は，Jhyα”ｍα〃を参

照しても少しも解消されないということになる。

なお，パーリ語の韻律については，Ａ､K・Ward“ＥＡｕＭＥ７ＨＥＡＣり'､｡i""o〃mrheHjsmrV

q/､伽djα〃Ｌ"e、畑花．片山一良「｢ヴットーダヤ」訳註（VUTrODAYA）一パーリ韻律論一」

などがある。

２．サンスクリット語の韻律（Meter）の基礎知識

げじゆげじ。

l）一つのGathヨ（１局；煩；偶頒）は一般に4行から構成され，それぞれの行をＰ面daあるい

３Ｊh””"、",ｐ､５６．●
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ＩまPadａ（パーダ；パグ；「四分の一」の意）と呼ぶ。

２）音節の長短に関する規則は次のとおりである。

①短母音1個を含む音節は「短い」（short）音節である。

②長母音あるいは二重母音を含む音節は「本来長い」（longbynature）音節である。

③短母音を含む音節であっても，母音の後ろに2個以上の子音《ConsonantCluster）が続

くときは「位置によって長い」（longbyposition）とされる。

３）諸々のＰ面daの後半に見られる定型的反復をCadence（カデンス）と呼ぶ。

４）［一一］（長・長）はspondeus，１－－］（長・短）はtrochaeus，［－－］（短・長）はiambus，

［－］（短・短）はpyrThichius，［－－－］（長・短・短・長）はchoriambusなどと呼ばれる｡４

５）一つの短母音を発音するのに要する時間単位，をlmatrii(onemora；いちモーラ）と呼ぶ。

６）３個の音節を一つのまとまりとして韻律の榊造を示す場合，その3音節の組み合わせ

（Gana；ガナ；韻脚）を次のような略称で呼ぶ。

①[－－－](Bacchius;５moras)＝ya-gaPa

②[一一](Amphimacer;５moras)＝ra-gana

③[－－](Anti-bacchius;５moras)＝ta-g”ａ

④[－－－)(Dactylus;４moras)＝bha-gana

⑤トーー](Amphibrachys;４moras)＝ja-gana

⑥[一一](Anapaestus;４moras)＝sa-gapa

⑦[－－－](Molossus;６moras)＝ma-gana

⑧[､～－](Tribrachys;３moras)＝､a-9ana

＊卜］（短音ひとつ）はla(＝laghu)と呼び，［－］（長音ひとつ）はｇａ(＝guru)と呼ぶ。ｌａ

はlmora，ｇａは２moraである。

７）Ｇana（韻脚）を４moraで統一する場合，四音節のものトーーー]’三音節のもの[－－－］

［－－－ルー一]’二音節のもの[一一]に分かれることになる。そのようなＧanaの数によっ

て測る韻律（例えばAryﾖ）はGanacchandasと呼ばれる。

８）各行の音節数が固定された韻律はAksaracchandas（Vamavrtta）と呼ばれる。

９）Aksaracchandasに属する韻律の中で，第１Ｐﾖdａ（行名ａ)，第２PZida（行名ｂ)．第３PZida

（行名ｃ)，第４Padａ（行名ｄ）の音節数がいずれも同じであるものはSamavrtta（各行の音

節数が同じ韻律）と呼ばれる。

10）Aksaracchandasに属する韻律の中で，ａ行＝ｃ行；ｂ行＝ｄ行となっているものは

‘これら種々 の音韻組織の名称に関しては，HermerSmith:〃nW"αj花rWA"Ij9Iｨe必Ｐ"rwJ-Mm””-”、

（1953,UPpsala,ｐｐ５－９）に詳しい表が提示されている。

，片山一良（1973）には，mat直(=matra)とは「健全な人がまばたきを一回する間の時間に等しい音長で

あり，これは短母音の発音時間に相当する」との説明が見られる（128頁)。
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Ardhasamavrtta（半分ずつの行の音節数が同じ韻律）と呼ばれる。

11）ａ行，ｂ行，ｃ行，ｄ行のいずれのPiidaの音節数も一致しないものはVisamavrtta（各行

の音節数が異なる韻律）と呼ばれる。

12）音節数が固定されておらず，matrZi（mora）の総鼓を合わせる形式をとる韻律（例えば

VaitﾖlTya）はＭ証r面chandas(Mat面vrtta)と呼ばれる。

３．仏教焚語における韻律の特例的規則

§’二つの短音（－－）を一つの長音（－）によって置き換えることができる。その逆も可

能である。

§２‐h(Visarga),-m(Anusv訂a)で終わる音節は常に長音である。

§３‐ｈは，韻律の要求に応じて省略され，短音化することがある。

＊例．duhkha［苦］→dukha

§４語末に短母音があり，次の語の冒頭音節が2個以上の子音（ConsonantCluster）で始まっ

ている場合，その短母音は長（一)，短（－）のいずれとも見なされうる。

この用法は複合語（compound）の中でも起こり，場合によっては一つの単語内でも起

こりうる。

＊例．smarasmaraanantakTrte（AryZiのａ行）→最初のsmaraのraは短音

tavapupya§riyati§obhate§rTmﾖ、（Aryaのｂ行）→punya-のyaは短音

sambodhisattva§cavi§alaprajfia（Upaj証i）→ｖｉ蕊lapraj頑のlaは短音

bh2ivTdvZitrim§allakSan6pe鋤（GTtiのｄ行）→‐§allaksa-の§aは短音，llaは長音

prajfiapradipenavidhamathasarvaｍ（Ary団のｂ行）→praj頑-のpraは短音

adhruvamnaca§蕊va園supinakalp効（Aryaのｂ行）→adhru-のａは短音

§５各Padaの最後にある短母音は長音化する。

§６「Padａ中に置かれる休止」（Caesura；シジユラ）の前では，短母音であっても，長（－）

と見なされうる。

§７三Padaｓ（3行）から成る偶頒や，五Padaｓ（5行）あるいは六Padaｓ（6行）から成る偽

頒がありうる。

＊例．３行で一喝のもの･･･Ｌｖ第24章の第73,115,118,124,'271133,136,142,145偶

５行で一偶のもの…Lv第７章の第141局

６行で一偶のもの…Ｌｖ第７章の第29偶，第17章の第１O偶

§８‐ch(-cch)の前に短母音がある場合,通常は常に「位置による長音節」をつくる。しかし，

‐ｃｈと-cchは仏教焚語の写本中において同じ字形で示され，区別の意識が薄く，自由に交

換可能である。したがって，‐ch(-cch)の前にある短母音は，長（－)，短（－）のいずれ
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ラリタヴイスタラの縦律について

とも見なされうる（ｃｆＢＨＳＧ,§2.20)。

＊例、届gacchatapunarap3ym（Aryヨのｃ行）→gacchataのｇａは短音

§９鼻音（､,fi,p,、,、）はAnusviira（、）と自111に交換可能であり．Anusv耐ａは韻律の要

求によって省略することが可能である。したがって．次のようなことが起こる。

＊例．kumbhZinda→kumbhｮnda→kubhmnda（つまり，ku-が短音化する）

§１０前接辞に先行された語頭の母音は長音化することがある（Ｃｆドウ・ヨング『仏教研究

の歴史」７４頁参照)。

＊例．an-ﾖbhibhnIo（ｃｆＢＨＳＧ,§3.11)‘

なお．これに限らず，紺律に合わせるのための「短音の憂背化」や「挺音の短音化」は

頻出する。

§１１重説（gupa）に属するｅとｏは本来災音であるが，誠律の要求に従って短音化するこ

とがある（ｃｆＢＨＳＧ,§3.64＆§3.74)。

§l21rdr§の過去形において，ad-の形はadd‐と兇なされ．長背節となることがある。

*例.adr誼ti→a(d)d函li

§l3parig『hTta,pratigrhT1a等において．ｇが９９と見なされ，その前の短杜音(i)が長音と見

なされることがある（cfJAOS66,Edgerlon論文p,201参照)。

§１４前項と同じような用法として．短母音の後ろに来る語頭の子音（特にｄ-．ｊ－）が重複

されて．その短母音を長音化することがある（ｃｆＢＨＳＧ,§2.78-82)。

＊例．ｄａ§a-di誼su→ｄａ§a-(d)di銅ｓｕ：sarva-jagad→sarva-側agad

§1sある韻律（特にVaitiillya）では．Padaの目頭（Opening）において若干の音節の付加

や不規則（韻律不合）を認めることがある。

§１６意味の整合性を優先して．あえて甜律を無視することがある。

＊例Ｌｖ第24章の第82偶第１行（Slokaのa,ｂ行）

ayamlokahsam面p噸tah§abda-spar§a-rasa-rupa-gandhaih

（この世間は，声・触・味・色・谷によって，傾悶を生じたり）

ａ行は8音であるべきところが9音になっており．その点で韻律に合わないが，Ｓａｍを省

けば韻律に合わせることができる。しかし，ｂ行は8音であるべきところが１０音になって

おり，しかも意味の整合性の観点から，色・声・香・味・触という五境（五官の対象）の

どれも省略できないので，あえて韻律を無視した形式を採っていると思われる。

‘これはａｎ-面nupasyi（短音節の3州以上述統を避けるため，否定接弧辞an-の後に起こる母背延長）と同

様の事例とも見なされうる。’'１谷英Iﾘｌ『スバシツメ本の研究」３２頁参照。
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5．Rathoddhatヨ（11音）

－－－'－－－l---l--Iranaralaga］

４．諸種の韻律

§１Samavrtta（各行の音節数が同じ形式の韻律）

１．Citragati（lO音）

－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－[bha×３＋ga］

2．Tris1ubh〔11音×4行〕

openingbreak

①Indravajra－－－－’－－－

②Upendravajrヨーーーー’－－－

③Upaj説ｉヱーー’－－－

ｃａｄｅｎｃｅ

－－－－ｌ

－－－－ｌ

－－－－’

3．Dodhaka（11音）

－－－'－－－'－－－'－－[Citragati＋ga］

4．Svagatヨ（11音）

－－－'－－－'－－－'－－[ranabhagaga］

国際文化学部論集第１８巻第３号（2017年12月）

6．Bhramaravilasita（11音）

－－－'－－－トー－'－－[mabhasalaga］

7．SumukhI(Dmtap2idagati）（11音）

－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－－[tajajalaga］

8．Mo1aka(MoIanaka）（11音）

－－－'－－－'－－－'－－[mabhasalaga］

9．JagatT〔12音×4行〕

①Indravamsa－－－－’－－－

②Vmastha－－－－’－－－

③Vam§am副屈ニーーー’－－－

一
一
一

）
》
）

一
一
一

）
）
）

一
一
一
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10．Pramitaksara（12音）
丹

一一一'一､,ｌ－－－ｌ－－－ｌ[sajasasa］

１１．Tbtaka（12音）
●

－－－トー－'－－－|､～－|[sa×4］

12．BhUjangaprayIita(Aprameyﾖ）（12音）

－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－－－|[ya×4］

ラリタヴイスタラの韻律について

13．［ya-gapaで終わる］Candravartman（12音）

－－－'－－－l---l---lIranabhaya］

Apteの韻律表によれば，通常のCandravartmanはsa-ganaトーー]で終わる形式Irana

bhasa]であるが，Ｌｖの第20章第８偶はya-ganaで終わる形式を採っている。

14．Drutavilambita（12音）

－－－'一一一ｌ－－－ｌ－－ｌ[nabhabhara］

15．Modaka(BhﾖｍｉｎＴ)？（12音）

一一一ｌ－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ[bha×３＋ra］

Ｌｖの第20章第５偶はこの韻律であり，SmtibhiksuSﾖstrT:“"ｍＷｓｍｍ(562頁）によれば，

この韻律はModaka（＝bhaganarabdhadrutavilambita；bha-ganaで始まるDrutavilambita）

である。しかし，Apteの韻律表によればModakaは[bha×4]の形式のものとされており，

［bha×３＋ra]の形式を採るものは掲げられていない。

16．Rucir面（13音）

－－－'－－－l---l---l-Uabhasajaga］

17．PraharsinT（13音）
●●

一一一ｌ－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－[manajaraga］

18．Angaruci（13音）

－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－[bha×４＋ga］

１９１
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19．Atijaga面〔13音節の韻律の総称〕の一種（13音）

－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－[tatanaraga］

Ｌｖの第15章第96～1201局はこの形式の韻律であるが，Apteの韻律表に見当たらない。

20．Vasantatilaka（14音）

－－－'－－－'－－､,|､,－－'－－[tabhajajagaga］

21．SakvarT〔14音節の韻律の総称〕の一種（14音）

－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－－[masajabhagaga］

Ｌｖの第21章第lOO～109偶は，この形式の韻律であるが,Apteの韻律表に見当たらない。

22.Ｎ訓inr（15音）

－－－'－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ[ｓａ×５］

23．Ｓａ§ikalZi(CandravartZi）（15音）

－－－トーーｌ－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌＩｎａ×４＋sa］

＊8音十7音トーーーーーーー、,－－､ハーー]の形式はMapigunanikaraと呼ばれる。

24.Ａ§vagati(PadmamukhT）（16音）

－－－'－－－'一一一ｌ－－－ｌ－－－ｌ－[bha×５＋gal

〆

25．SikhariI1T（17音）

－－－-'－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－－[yamanabhasalaga｝

26．HarinT（17音）
●

－－－'－－－,'－－－'－，－－'－－－'－－[nasamarasalaga｝

27．Ｖａｍ§apattrapatita(Vam§adala）（17音）

－－－'－－－'－－－'－，－－'－－－'－－[bharanabhanalaga］

28．AtyaSIi〔17音節の韻律の総称〕の一種（17音）

－－－'－－－'－－－'－，－－'－－－'－－[masajabhanalaga］

Ｌｖの第９章第１～5偶，第19章第52～56偶，及び第２3章第31～35偶は，

であるが，ＡPteの韻律表に見当たらない。
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ラリタヴイスタラの訓律について

29．AtyaS1iの一種？（17音）

一－’－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－－－－－lInajajayabhagagal

Lvの第13章第35～49偽は，破格の音節が摘出し，韻律を確定しがたい。S2intibhiksu

SZism:“ﾉ"〔ﾊ'jｓＩａｍ（321頁）には，この韻律について．RolZi（＝各行に２４mZitra）または

AtyaS1igathZi(＝najajayabhagaga)であると注記しているが．これらの韻律のどちらも

Ａｐｔｅの韻律表に見当たらない。もしRol面であればMZitrZichandasに属することになるが．

音節数がほぼ固定していること．各行の末尾にcadenceI-----1が見られることなど

から，Atyas1iの一種と見るほうが妥当である。

30．N3rﾖＣａ(Mahﾖ、副ik面）（18音）

、～－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－－－'－，，－|{na×２＋ra×4］

JhwdZ7"'α〃のリスト（139頁）によれば，１３音十5音の形式をとる場合はＴ訂aka（または

Priyｮ）と呼ばれ，１０音十8音の形式をとる場合はLEilasii（またはSZilasEi）と呼ばれる。

31．Dhrti〔18音節の韻律の総称〕の一種（18音）

－－－'－－－'－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌＩｓａ×6｝

Ｌｖの第26章第19～26偶は，この形式の韻律であるが．Apteの韻律表に見当たらない。

32.sﾖrdnlavikrTdita（19音）

－－－'－－－'－－－トー－,'－－－l---l-Imasajasatatagal

33．Suvadana（20音）

－－－'－－－'－，－－'－－－'－，－'－－－'－－{marabhanayabhalaga］

34．SragdharZi（21音）

－－－'－－－'－，－－|､～－|､-'－，－'－－－l---lImarabhanayayayal

35．BhUjangavijrmbhata（26音）

－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ､ハ,－'－－

［ｍａｍａｔａｎａｎａｎａｒａｓａｌａｇａ］

36．Dandaka（27音以上の韻律）

各Ｐ３ｄａに27音以上を有する韻律は，一般にDandakaと呼ばれ，その最高音節数は999

であると言われる（Apteの韻律表参照)。それは次のような形式を採る。
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４．Ｍ副in丁（14音または'5音）

冒頭に短音2個か長音1個のいずれかを採る。
ｃａｄｅｎｃｅ

－－－－－､'－－，[－－－一一一一］
Caesum

日ﾖ雛匡撒撚[－－－－－－]＋
＜６moras＞

§２MixtureofmorethantwoRhythms（行ごとに異なる形式が混在するもの）

1．MixtureofUpajﾖtiandVam§a､副ヨ（11音または'2音）

ａ行．ｂ行，ｃ行，ｄ行に任意に次の形式のどちらかを採る。

＝－－－l－－－ｌ－－－－ｌ（Upajati）

＝－－－l－－－ｌ－－－－ｌ－（Vam§am訓圃）

2．MixturEofPramitﾖksar面andTbtaka（12音）

ａ行，ｂ行，ｃ行，ｄ行に任意に次の形式のどちらかを採る。

－－－'－－－トー－'－－－’（Pramit2iksa頑）

－－－l－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ（haka）

３．s訓inT（11音または'2音）

冒頭に短音2個か長音1個のいずれかを採る。

＝－－'－，－－l－－－ｌ－－
Ｃａｅｓｕｍ

国際文化学部論集第１８巻第３号（2017年12月）

5．Pafi哩函ｍａｒａ

トー］×８（計16音）の形式を採るが，第一区切り（opening）において極めて自由であ

る。

①②③④⑤⑥⑦⑧

－－'－－トーｌ－－ｌ－－ｌ－－ｌ－－ｌ－－｜

第一区切りを欠くことができる。 ［－－］×７

冒頭の短音を欠くことができる。 ［－]＋トー］×７

二番目の長音を欠くことができる。 卜]＋[－－］×７

第一区切りが[－－}であることができる。 ［－－]＋[－－］×７

第一区切りが[－－]であることができる。 ［－－]＋トー］×７

[-］を一箇，最初に付加することができる。 ［－]＋[－－］×８

１
１
１
１
１
１

１
２
３
４
５
６

(14音）

(15音）

(15音）

(16音）

(16音）

(17音）

１９４



§３ArdhasamaWtta（奇数行と偶数行で同じ形式を採る韻律）

１．Sloka〔8音×4行〕（16音×2行で表示する)７

ａ ｂ

ｌ）Pathyヨニーーーーー＝|＝＝－－－＝

Ｃ ｄ

＝＝＝－－－＝|＝＝－－－＝
↓↓

この両方が同時に(－－)であることはできず，いずれか一方が．あるいは両方とも

に（－）でなければならない。

またｂ行とｄ行において．第２～4音節が[一一一］となってはならない８．

以上の規則は．下記の諸Vipul3においても同じである。

２）Vipulヨ（ａ行やｃ行の第５～7音節が採るｇapaに応じて，次のような形式に分かれる）

①ra-vipupヨニ喜呈－－－－=|＝＝－－－＝

②bha-vipula＝－－－－－－＝|＝＝－－＝

③sa-vipupZi＝ニーーーーニ|＝＝－－－＝

④ma-vipupヨーーー－－，－－＝|＝＝－－－＝

⑤na-vipup3＝ニーーーーニ|＝ニーーーーニ

(17音）

(18音）

(18音）

7）【-]を一箇，最初に付加することができる。

8）トー］を一箇，最初に付加することができる。

9）［一一］を一箇，最初に付加することができる。

８
９
８

×
×
×

１
１
１

－
一
一

）
）
）

Ｉ
Ｉ
Ｉ

＋
＋

１

１）

Ｉ

Ｉ

6．MixtureofTb1aka,NalinT,Mo1aka,Citragati,SumukhT,Angaruci,Ａ§vagatietc・

各行の韻律に統一性がなく，Apteの韻律表にないものを含めて１０種以上の韻律が混在

している。２行あるいは3行が同じ韻律である場合も含まれるので，Visamavrttaに属する

ものでもない。

Ｌｖの第21章第90～99偶は，この種の韻律である。

ラリタヴィスタラの韻律について

２．VegavatY

aゥｃ

ｂ,．

－－l－－－ｌ－－－－－ｌ（10音）

－－－'－－､,'－－､,－－’（11音）

７第１行（ａ＋ｂ行）と第２行（ｃ＋ｄ行）が同じ形になるのでＳａｍａｗｔｔａとして扱うことも可能であるが，

ａ＝ｃ；ｂ＝。という形式を重視して，ここでは，適切な処理ではない可能性を承知のうえで．あえて

Ardhasamavrttaに分類する。

８中谷英明「スバシ写本の研究」７１頁，§106参照。
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６．Ｍ副ab随rim(Vhsantam副ik周）

ViyQjinT十[-]の形式を採る。

ａ,ｃ………----－'－－－－－－’（11音）

ｂ,ｄ………-----－'－－－，，－－’（12音）

3．Viyqiinr（Vai面lTyaの一種）

ａ,ｃ………----－'－－－－－’（１０音）

ｂ,。………、～---－'－－－－－’（11音）

(Aupacchandasikaの一種）

幅･…ｌ－－－－ｌ－－－－－－ｌ（１０音）

……－l－－－－ｌ－－－－－－ｌ（11音）

4．Bhadravir可

ａゥｃ・‘

ｂ,。．

(VaitalTyaの一種）

．．…-----－'－－－－－’（11音）

．．…------－'－－－－－’（12音）

5．Aparavaktra

a9c．．

ｂ,ｄ・・
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9．PuSpitZigrZi

Aupacchandasikaの一種であるが，Vhmavrttaに属するので音節数を変更できない。

ａ,ｃ………-----－'－－－－－－’（12音）

ｂ,ｄ………------－'－－－－－－’（13音）

§４Ｍ説頑chandas（moraの数を単位とする韻律）

１．Arym（2行で表示する）

１）AryﾖPathy面（最も一般的なAryii）

ａ,ｂ行（第１行）は，次の形式を採る（①～③がa,ｃ行．④～③がb,。行)。

① ②③④⑤⑥⑦③

）
｜

）
）
一
一

）
〕）
）
一

）
一
〕

）
）
）
一
）
〕

）

）
）
一
一

）
））
）
｜

）
一
〕

）
）
一
一
〕

）
）
〕
｜

）
一
）
｜
〕

）

９
９
７
９
９

）
）
｜

）
）
一

）
）
一

）
一
〕

〕
）
一
一
〕

）
）
一

）
）
一

〕
一
）
〕

〕
）
一
一

〕
）
〕
一
）
一

〕
）

c,ｄ行（第２行）は，第６区切りが[-］となるが，他は第１行と同じである。

○第２行も第１行と同じ形式を採る場合は．GTtiと呼ばれる。
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○第１行が第２行と同じ形式を採る場合は，UpagTtiと呼ばれる。

○第１行と第２行が逆の形式を採る場合は，UdgTtiと呼ばれる。

2）AryZiVipulii

PathyZiと同じ音韻配列であるが．第３９anaの後の休止（caesura）が見られない場

合はVipulヨと呼ばれる。

3）AryagTti(Skandhaka）

G7tiの行末にそれぞれ２ｍｏｒａを付加した形式を採る。

2．VaitiilTya（Ardhasamavrttaの形式を採る）

cadence

a行，ｃ行においては，６moras(ニニニニニニ）＋’一一一一一ｌ

ｂ行，ｄ行においては，８moras(二ニニニヱニニニ）＋｛－－－－－］

ただし，ｂ行，ｄ行のopeningにおいては若干の不規則が許容されるので，次のような

形式となることがある。

①－|＝＝＝'－－－－－｜

②－|＝＝＝'－－－－－｜

③－－|＝＝＝'－－－－－｜

④－－|＝＝＝'一一一一一｜

⑤－－－|＝＝＝'－－－－－’

3．Aupacchandasika

VaitiilTya＋[一]の形式を採る。

ａ．Ｃ・・．…… ６moras(ニニニニニニニ）＋｛－－－－－－］

ｂ，ｄ………８moras(ニニニニニニニ二）＋［－､,一一一一］

４．Ｍ諏面samaka

各PZidaが[４moras×４]の形式をとるが，最初の４moraがトー－１（ja-gana）であって

はならず，第９音が短音でなければならない。

また，短音と長音の配置によって。次のように呼ばれる。

①第９音と第１０音が長音ならばUpacitr面

②第５音と第８音が短音ならばＶｉ§loka

③第５音と第８音と第９音が短音ならばCit面

④第９音と第12音が短音ならばＶ師av面Sik屈
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5．MZitr面chandaの一種：[4ｍｏｒａ×６]の形式を採るもの

｛－､ハー][－－－ルーー][－－－][一一](すべて４moraのgana）を6個合わせて1行とし，

３個目の終わりに休止のある韻律（l2moras＋l2moras）であるが。Apteの韻律表に見当

たらない。

Ｌｖの第15章第86～95偶は，この種の韻律である。SZintibhiksuSEistrT:Lα"ｍｖｉｓｍｍ(435頁）

には，この韻律についてＧ諏ha,Soja誼kSarTAS噸tTyEi（16音節から成るAstiに属する

Ｇｮthｮ）と注記している。しかし実際には，この韻律は音節数が固定しておらず，14個か

ら18個にまでわたる音節数で構成されているので，この注記は適切ではないと思われる。

6．Miitrachandaの一種：(5morasor6moras＋[－－－－])×２行の形式を採るもの

合計で5morasまたは６morasを含む複数の音節があり，その後に[－－－－]のcadence

を成す4音節がある。それが2個集まって1行（a,ｂ行）を成し，同じ形式の第２行（c,。行）

を足して1偶を構成する。

Ｌｖの第22章第６～25偶は，この種の韻律であると思われるが，詳細は不明である。

ＳそintibhiksuSastrT（666頁）は単にＧ証hZiSoda§aksa面（16音から成る９面thﾖ）と注記してい

るが，１行の音節数は14音，１５音，17音もあり一定しない。

§５Visamavrtta（各行において音節数の異なる韻律）

1．LalitaorDoha(?）

ａ行：、,－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－[sajasala］（10音節）

ｂ行：－－－'－－－トーー'一[nasajaga]（１０音節）

ｃ行：、～－'－－－トー－'－－－[nanasasa］（12音節）

ｄ行：－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－［sajasajaga］（13音節）

Ｌｖの第15章第31偶の上半分（a,ｂ行）は，ａ行の末尾の長音を短音にすれば，Lalitaの

上2行に合致するので,Ｈ・Smith（p､２１）は，これをLalitaと見ている。しかし，下半分（c，

ｄ行）は全くLalitaに合致しない。Lefmann（Ⅱ,ｐ229）は，この第31偶から次の第32偶

までを含めて，Sa1padZi（6行から成る韻律）のDohEi（[13+11］×２）であるとし，

WSchubringもDohaとするが，Ｈ,Ｓｍｉｔｈ（p､２８）はDohヨではないと見ている。

髄ntibhiksuS園st面は単にSa1padT（6行の詩節）と記しており，韻律名は不明のままである。

したがって，第32偶の韻律も不明であり，Ｈ､Smith（p､２７）はこの偶を5行に分けて，

上から順に５９ams,５＋l/2gapas,５＋l/2ganas,６＋４＋４＋２moras,６gapasから成ると分析

している。しかし，第２行と第３行の音節数は同じではないので，５行がいずれも異なる形

式を有することになる。
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２．６＋４＋４＋２moras＋(７gapas,８ganas,９ganas）

直前の第31偶，第32偶に続くＬｖの第15章第33偶も韻律名は不明であるが，ＨＳｍｉｔｈ

（p､２７）の分析を参考に数えてみると，６moras＋４moras＋４moras＋２morasの後に４

moraから成るｇanaが7個‘７個，８個，９個の順で付いている。つまり，次のような構成を

成している。

ａ行：６＋４＋４＋２moras＋７ganas

b行：６＋４＋４＋２moras＋７gallas

c行：６＋４＋４＋２moras＋８ganas

d行：６＋４＋４＋２moras＋９gapas

この場合も，ａ行（第１行）とｂ行（第２行）の音節数は同じではないので，４行がいず

れも異なる形式を成していることになる。

Gadyagati（散文調の韻律）

厳密には韻律のない長行（散文）であるが，文章の構成が同じパターンを繰り返すこと

によってリズミカルな調子を醸し出しているものである。日本語に訳してみると，同じ調

子の繰り返しを持つ詩であって，単なる散文ではないことが了解される。Ｌｖの第21章第

139～162偶は，この種の詩節である。

＊なお，上記（１．仏教焚語と韻律く先行研究の７>）のMetteによって指摘されている，

Ｌｖの第３章「マーヤー妃の身相」に関する原文（Lefmann校訂本，ｐｐ２６～27）も「散

文調の韻律の一種」であろうと思われるが，これを韻文として扱っている校訂本は存在

せず，チベット訳でも散文として扱われている。われわれとしても，これを韻文と見て

偶番号を付することができるほどには当該箇所を明瞭に特定することができなかった。

199



国際文化学部論集第18巻第３号（2017年12月）

５．Ｌｖに見られる韻律の特徴

Ｌｖに用いられている韻律を，偶頒数の多い順に並べ，当該の章と偶番号を付して示せば，

次のようになる。なお，確定的でないものには疑問符（？）を付けてある。

ｌ）Vasantatilak2i…計239偶

第５章3～17偶，３８～47偽

第７章74～95偶

第８章1～3偶

第１０章l～5個

第11章15～32偶

第12章3～12偶，１５～16偽，２３偽，２５偽，２９～31偽，３９～45偽

第14章l～11偶，１３～15偶，４０～47偏

第15章l～10個，２２偽．５０偶

第20章3偶，１０～29偶

第21章l～14個，２５～28偶，４５～46偶，４９偶．８９偶，132～137偶，165～170偶，

173～177偶，179～198偶，200～203偶

第22章2～5偶，２６～30偽

第26章27～41偶

２）Sloka…計209偶

第６章13～21偶

第７章29～32偶，３６偽，４３～53偶

第１０章6～１０偶

第11章5～11偽，１３偶

第12章13～14偽，２１～22個，３４～38偶

第15章23偶

第17章3～7偶，９偶

第18章l～22偶

第19章7～26偽

第21章15偶，３５～41偶

第23章l～11偽

第24章73～82偽，９９～102偽．lO8～147偶，149～150偶

第25章１９～20偽

第26章l～6偶，４２～47偶，５２～75偽
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３）AryiiPathy罰…計189偽

第２章l～20偶

第13章141～160偽

第15章11～20偶，３６偶，５１偶（？）

第17章11～41偽

第21章33偶，６６～84偶

第24章１～72偶

第25章１７～18偶

第26章7～18偶

4）MixtureofUp噸tiandVam§a､顕…計162偶

第１章l～13偶

第３章l～20偶

第４章l～21偶

第５章1～2偶

第６章21偶

第７章33～35偶

第11章12偶

第12章46偶

第13章133～140偶

第15章24～26偶，３４～35偶，４０～45偶，５３

第21章55～65偶，８８偽

第23章56～60偶，６２～65偶

第24章83～90偶，１０３～107偶，151～154偶

第25章l偽，９～16偽，２１～34偶

第27章2～lO偶

53～63偽

５）SZirdnlavikrTdita…計93偶

第７章54～73偽

第８章4～5偶

第11章3～4偶

第14章16～26偶

第15章28～29偶，６４～75偶

第18章23～30偶
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第19章1～6偶，２７～41偽

第20章l～2偶，４偶，６～7偶

第21章163～164偶，178偶

第23章21～25偽

第25章35～36偶

6）VaitﾖlYya…計47偶

第１３章93～132偶

第15章49偶

第23章41～45偶

第24章148偶

７）PuSpitEigrZi…計41偶

第６章1偶

第12章l～2偶

第１６章l～33偶

第23章51～55偶

8）RathoddhatZi…計39偶

第５章64～78偶，８０～83偶

第15章30偶，137～156偏

第21章１１０１局

9）Ｍ副inY…計38偶

第６章3～12偶

第７章l～20偶

第12章33偶

第14章１２偶

第22章31～35偶

第23章61偶

10）Pancac面mara…計34偶

第６章23～37偏

第13章50～67偶
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第21章48偶

11）Upaj説i…計33偶

第12章19～20偶

第17章l～2偶，８偶，１０偶

第19章57偶

第21章29～31偶，３４偶，４２～44偶，

第23章12～15偽

第24章91～98偶

12）Aupacchandasika…計30偶

第５章48～63偶

第６章2偶

第12章24偶（？)，２６～28偶

第20章9偶（？）

第21章32偶

第25章2～8偶

13）PramitaksarZi…計30偶

第５章18～37偶

第15章76～85偶

14）Tbtaka…計27偶

第12章32偶

第13章68～92偶

15）AtijagatTの一種(tatanaraga)…計25偶

第15章96～120偽

16）Gadyagati（散文調の韻律）…計24偶

第21章139～162偶

17）Ｎ圃面Ｃａ（Mahiim副ik3）…計23偶

第７章21～28偶，３７～42偶

ラリタヴイスタラの韻律について

50～52偶，８５～87偶，199偶
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第23章46～50偶

第26章48～51偶

１８）Vam§apattra[patita]…計20偶

第21章111～130偶

19）Ｍ証rZichandaの一種：(5or6moras＋[一一一一])×２行の形式…計20偽

第22章6～25偶

20）Ｓａ§ikal面(Candravartii)…計19偶

第13章21～34偏

第23章26～30偽

21）AryiigTti(Skandhaka)…計16偶

第15章121～136偶

22）AtyaS1iの一種(masajabhanalaga)…計15偶

第９章l～5偶

第１９章52～56偶

第23章31～35偶

23）AtyaS1iの一種？（najajayabhagaga)…計15偶

第13章35～49偶

24）Dodhaka…計14偶

第19章48～51偶

第21章16～24偶，５４偶

25）髄linr…計13偶

第14章28～39偶

第27章l偶

26）SakvarTの一種（masajabhagaga）…計11偶

第21章100～109偶，131偽(？）

204



ラリタヴィスタラの韻律について

27）MixtureofTb1aka,Nalinl,Mo1aka,Citragati,SumukhT,Angaruci,Ａ§vagatietc.…計１０偶

第21章90～99偶

28）Ｍ証rmsamaka（4moras×４）…計10偶

第13章11～20個（？）

29）Miitrachandaの一種：４moras×６（l2moras＋l2moras）の形式…計１０偶

第15章86～95偶

30）Dandaka(ra-gapaのDandaka)…計9偶

第11章2偶

第15章21偶，３８～39偶，４６～47偶

31）Bhramaravilasita…計8偽

第１３章l～8偶

32）Dhrtiの一種（ｓａ×６）…計8偶
巴

第26章19～26偶

33）VegavatT…計8偶

第12章17～18偶

第19章47個

第23章36～40偶

34）BhUjangapray証a…計5偏

第19章42～46偶

35）MixtureofPrami面ksar目andTbtaka…計5偶

第23章16～20偶

36）PraharsinT…計3偶

第11章14偶

第１３章9～10偶
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37）Vam§astha…計2偶

第15章48偶

第21章138偶

38）Modaka？（bha×３＋ra）…計2偶

第20章5偶(？）

第21章53偶（？）

39）BhUjangavihmbhata…計2偶

第21章171～172偶

40）LalitaorDohﾖ(?)…計2偏

第15章31～32偶

41）Svaga直…計l偏

第5章79偶

42）Vam§amalii…計l偶

第１５章37偶

43）Drutavilambita…計l偽

第15章27偶（？）

44）Candravartman［ya-ganaで終わる形式］…計l偶

第20章8偶

45）Rucir2i…計l偶

第１５章52偶

46）AryaVipulZi…計l偶

第22章l偶

47）６＋４＋４＋２moras＋(7ganas,8ganas,９ganas）

第15章33偶（？）
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以上の集計結果からＬｖに含まれる韻律数は47種であり，番号を付して示されうるGathZi(偏

頒）の総数は1517偶であることが分かる。これらの韻文全体を鳥撤して，Ｌｖに見られる韻律

の特徴を示せば，次のようにまとめることができる。

①非常に多種多様の韻律が使用されている。このことは，Ｌｖが起源的に多くの典拠や作者

を有する雑多な文献であることを示すものである。

②最も多用されている韻律はVasantatilakaであり，作品全体にわたって幅広く使用されて

いるが，特に第21章（降魔品）に頻出している点が注目される。

③一般に最も代表的な韻律とされるSlokaも，第24章（トラプシヤ・バッリカ品）を中心と

して多用されているが，全体としてはVasantatilakZiよりも少ない数にとどまっている。

④三番目に多用されている韻律はAryZi（Pathya）であり，Slokaと並んでメジャーなこの韻

律が多用されていることは，Ｌｖが文学作品に共通する韻律の一般的特徴をいちおう保持

していることを示すものである。

⑤しかし，名称不明とせざるを得ないようなマイナーな韻律も少なからず含まれており，こ

のことはＬｖが他の作品には見られないような特徴を持つことを示すものである。

⑥四番目に多用されている「UpajatiとVam§am訓屈が混合した韻律」を含め，複数のリズム

を混合した韻律が種々見られることも，Ｌｖの特徴として注目される。

⑦五番目に多用されているSardmavik両ditaは19音節から成る比較的長いPZidaの韻律である。

偶数は少ないとしても，一つのPadａ（1行）に26もの音節を有するBhUjangavijrmbhata

や，。それより多くの音節を有するDandaka等も含まれていることを考えると，Ｌｖは技巧

的に高度な韻律を多彩に駆使した作品であると言える。

③第21章に見られる，上記の１６）Gadyagati（散文調の韻律）の存在は，Ｌｖにおける韻律の

有する多様性を最も明瞭に示すものとして注目される。
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